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　２月６日、沼の沢保育園で「雪中うんどうかい」

が行われました。

　宝さがし、雪山をすべったり、ゆきはともだち、

さむくないよ！たのしくすごしました。
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本
市
に
お
け
る
医
療
環
境
は
大
き
く
変
化
し

ま
し
た
。

　

平
成　

年
４
月
に
、
１
７
１
床
の
市
立
総
合

19

病
院
を　

床
の
市
立
診
療
所
に
転
換
し
、
経
営

19

の
効
率
化
を
図
る
た
め
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
は
、
財
政
再
建
下
で
は
あ
り
ま
す

が
、
安
定
し
た
地
域
医
療
体
制
を
確
立
す
る
こ

と
が
最
も
優
先
し
て
取
組
む
べ
き
課
題
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
及
び
医
療
機
関
の
み
な

ら
ず
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
地
域
医
療
を
自
分

た
ち
が
守
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
な
が
ら
一
体

と
な
り
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
「
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
（
将

来
の
方
向
性
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

基　

本　

理　

念

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、

主
体
的
に
健
康
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
住

み
慣
れ
た
環
境
の
も
と
で
、
医
療
・
保
健
・
福

祉
・
教
育
の
連
携
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が

ら
安
全
・
安
心
な
生
活
が
お
く
れ
る
医
療
体
制

の
構
築
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
実
現
に
向
け
、
地
域
社
会
を
家
庭
レ
ベ

ル
・
地
域
レ
ベ
ル
・
市
全
体
レ
ベ
ル
の
三
層
構

造
と
し
て
捉
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
レ

ベ
ル
に
お
い
て

自
助
・
共
助
・

公
助
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
、

市
民
が
共
に
支

え
合
い
な
が
ら

生
活
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築

す
る
も
の
で
す
。

　

家
庭
レ
ベ
ル
（
自
助
）

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意
識
の
普

及
、
啓
蒙
を
行
い
市
民
の
主
体
的
な
健
康
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
区
レ
ベ
ル
（
共
助
）

町
内
会
や
職
域
な
ど
が
行
う
医
療
・
保
健
・
福

祉
・
教
育
の
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
全
体
レ
ベ
ル
（
公
助
）

市
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
を
支
え
る
た
め
、

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
教
育
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
幅
広
い
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

医
療
費
等
の
現
状

○
国
保
医
療
費
の
現
状

　

診
療
費
総
額
で
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
被

保
険
者
一
人
当
り
の
診
療
費
は
約　

万
円
（
平

60

成　

年
度
）
と
な
っ
て
お
り
、
全
道
的
に
み
て

19
も
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り

が
健
康
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
疾
病
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
介
護
保
険
の
状
況

　

総
費
用
額
と
利
用
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

介
護
予
防
や
介
護
の
重
度
化
を
抑
制
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

医
療
の
公
共
性

　

医
療
は
、
市
民
生
活
を
支
え
る
公
共
性
の
高

い
営
み
で
、
市
政
を
執
行
す
る
上
で
優
先
順
位

の
高
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
市
民
・
家
族
・
地
域
社
会
と
医
療
機

関
そ
れ
ぞ
れ
が
協
力
し
あ
い
支
え
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
健
康
管
理
を

習
慣
化
さ
せ
疾
病
の
予
防
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
域
の
医
療
資
源
が
公
共
の
も
の
で
あ
り
、
有

限
の
資
源
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

医
療
連
携
体
制
の
構
築

　

救
急
指
定
病
院
・
専
門
病
院
・
診
療
所
な
ど

医
療
機
関
に
よ
っ
て
、
そ
の
果
た
す
役
割
が
異

な
る
中
に
あ
っ
て
、
今
日
の
多
様
な
医
療
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
各
医
療
機
関
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
そ
の
機
能
や
特
性
を
踏
ま
え
、

よ
り
広
範
な
地
域
で
の
連
携
を
進
め
て
い
き
、

限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
お
い
て
は
、
時
間
外
・
休
日
等
に
お

け
る
輪
番
制
に
よ
る
診
療
や
市
立
診
療
所
を
中

心
と
す
る
各
種
検
査
に
お
け
る
連
携
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
高
度
専
門
の
治
療
等
を
要
す
る
疾
病

は
、
市
外
の
中
核
医
療
機
関
等
に
お
い
て
診
療

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
橋
渡
し
を

し
て
い
た
だ
く
の
が
地
域
の
医
療
機
関
で
あ
り
、

中
で
も
「
か
か
り
つ
け
医
」
が
重
要
な
役
割
を

担
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
外
の
中
核
医
療
機
関
等
に
お
い

て
、
病
状
が
一
定
程
度
安
定
し
た
と
き
に
、
地

域
で
の
受
入
れ
が
可
能
と
な
る
連
携
し
た
取
組

み
が
必
要
で
す
。

地
域
包
括
医
療
体
制
の
確
立

　

高
齢
化
の
進
展
や
生
活
習
慣
病
の
増
加
に
よ

り
、
疾
病
の
予
防
や
早
期
発
見
、
更
に
は
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
在
宅
療
養
が
重
要
と
な
っ

安全と安心を
　　確保するための
　　　地域医療ビジョン

「床で愉快に歩こう会」沼ノ沢町内会
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て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
医
療
・
保
健
・

福
祉
・
教
育
サ
ー
ビ
ス
が
連
携
し
て
一
貫
し
た

支
援
が
受
け
ら
れ
る
体
制
整
備
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
患
者
（
市
民
）
の
「
生
活
の
質

の
向
上
」
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
地
域
包
括
医
療
」
と
は
、
疾
病
の
治
療
の
み

な
ら
ず
、
保
健
サ
ー
ビ
ス
（
健
康
づ
く
り
）、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
在
宅
ケ
ア
、
福
祉
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
す
べ
て
を
包
括
す
る
も
の
で
す
。

施
設
ケ
ア
と
在
宅
ケ
ア
と
の
連
携
や
市
民
参
加

の
も
と
に
地
域
ぐ
る
み
で「
生
活
の
質
の
向
上
」

を
目
指
し
、
患
者
（
市
民
）
の
生
活
背
景
な
ど

を
総
合
的
に
理
解
し
な
が
ら
行
う
全
人
的
医
療

の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
体
制
こ
そ
が
、
今
後
、
本
市
の
目
指
す

方
向
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
医
療
機

関
が
健
康
づ
く
り
の
情
報
提
供
の
場
と
し
て
の

機
能
を
充
実
す
る
こ
と
や
必
要
に
応
じ
往
診
時

に
保
健
・
福
祉
ス
タ
ッ
フ
な
ど
が
同
行
す
る
こ

と
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
垣
根
を
払
い
連

携
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

在
宅
医
療
の
推
進

　

住
み
慣
れ
た
家
で
家
族
と
一
緒
に
い
つ
ま
で

も
生
活
し
た
い
と
い
う
の
が
、
多
く
の
市
民
の

想
い
で
す
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
、
自
宅
で
介
護
す
る
た

め
の
条
件
が
整
っ
て
い
な
い
、
家
族
へ
の
介
護

負
担
な
ど
の
事
情
か
ら
、
施
設
へ
入
所
さ
れ
る

方
も
い
ま
す
。

　

施
設
ケ
ア
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
訪
問
診

療
や
訪
問
介
護
、
更
に
は
通
所
サ
ー
ビ
ス
や
住

宅
改
修
な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
努
め

生
活
の
質
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
市
は
、
す
で
に
高
齢
社
会
を
体
現
し
て
お

り
、
在
宅
で
療
養
し
な
が
ら
生
活
を
送
れ
る
よ

う
な
支
援
体
制
が
必
要
で
す
。

健
診
体
制
の
充
実

　

生
涯
に
わ
た
る
生
活
の
質
の
維
持
・
向
上
の

た
め
に
は
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
な
ど
生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
視
点
が
必
要
で
す
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
健
康
診
査
を
受
診
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
集
団
健
康
診
査
の
み

な
ら
ず
、
通
年
で
個
人
の
都
合
に
応
じ
受
診
で

き
る
体
制
の
整
備
が
必
要
で
す
。

救
急
医
療
体
制
の
充
実

　

市
内
に
は
、
市
立
総
合
病
院
の
閉
院
に
よ
り
、

救
急
告
示
病
院
が
無
く
な
り
、
市
内
５
ヶ
所
の

医
療
機
関
で

初
期
救
急
が

行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

救
急
医
療

体
制
の
維

持
・
確
保
は

全
国
的
な
社

会
問
題
と

な
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は

地
域
の
診
療

所
等
の
医
療

機
関
の
協
力

に
よ
る
初
期
救
急
体
制
の
整
備
が
不
可
欠
で
す
。

す
で
に
夕
張
市
医
師
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
取

組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
初
期
救
急
患
者
の
搬
送
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
医
療
機
関
（
か
か
り
つ
け
医
を
優
先
）

で
対
応
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
必

要
に
応
じ
最
寄
り
の
医
療
機
関
へ
搬
送
、
重

度
・
重
症
な
救
急
患
者
は
、
高
度
専
門
医
療
機

関
へ
直
接
搬
送
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
初
期
救
急
対
応
は
、
適
切
な
医
療

処
置
及
び
医
療
資
源
の
保
全
の
た
め
に
必
要
で

あ
り
、
現
に
患
者
を
受
入
れ
て
い
る
市
外
の
医

療
機
関
か
ら
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

救
急
医
療
体
制
を
維
持
・
確
保
し
て
い
く
た

め
に
は
、
医
療
資
源
が
公
共
性
を
有
し
、
限
り

あ
る
社
会
資
源
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
日
頃

か
ら
健
康
管
理
に
努
め
、
不
要
不
急
の
利
用
を

避
け
る
努
力
が
、
市
民
一
人
ひ
と
り
に
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

市
立
診
療
所
施
設
の
あ
り
方

　

市
立
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
昭
和　

年
に
建

48

設
さ
れ
た
施
設
で
、　

年
を
経
過
し
老
朽
化
が

35

著
し
く
そ
の
維
持
・
修
繕
等
に
多
額
の
費
用
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

現
状
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、
更
に
多
額
の
費

用
を
要
し
、
ま
た
、
大
規
模
災
害
等
に
お
け
る

不
安
も
払
拭
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
内
の
医
療
機
関
の

中
核
を
担
う
施
設
と
し
て
、
建
替
え
も
含
め
検

討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
進
め
方

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
た
具
体
的
な
事
業
の

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
現
在

あ
る
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
等
に
基
づ
き
、
今
後
事
業
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
ビ
ジ
ョ
ン
に
あ
る
「
地
域
包
括
医

療
体
制
」
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
体
制
を
推
進
す
る
た
め
市
・
住
民
組
織
・

医
療
機
関
な
ど
が
共
に
連
携
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
事
業
を
検
討
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
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功労表彰
「社会事業功労」

本　間　輝　子さん
　　　　　　　　（68歳）

福祉活動に積極的に取り組み、
福祉のまちづくりに尽力され
ました。

功労表彰
「青少年健全育成功労」

上　野　俊　一さん
　　　　　　　　（79歳）

青少年健全育成の推進に尽力
されました。

功労表彰
「老人福祉実践功労」

山　口　澄　枝さん
　　　　　　　　（51歳）

介護従事者として精励され高
齢者福祉のために尽力されま
した。

功労表彰
「保健衛生功労」

小　玉　律　子さん
　　　　　　　　（80歳）

保健衛生上必要な民営浴場の
管理に尽力されました。

功労表彰
「消防防災功労」

大　西　巖　夫さん
　　　　　　　　（75歳）

消防団員として消防及び災害
の防止に尽力されました

功労表彰
「消防防災功労」

金　澤　洋　行さん
　　　　　　　　（70歳）

消防団員として消防及び災害
の防止に尽力されました

功労表彰
「消防防災功労」

信　太　　　繁さん
　　　　　　　　（70歳）

消防団員として消防及び災害
の防止に尽力されました。

善行表彰

安　宅　峯　子さん
　　　　　　　　（76歳）

社会福祉協議会福祉事業のた
め、多額の寄附をされました。

善行表彰

佐　藤　　　博さん
　　　　　　　　（84歳）

夕張市の一次救急医療体制の
確保と市有施設の維持管理・
除却に関する事業の活用のた
め、多額の寄附をされました。

善行表彰

庵　原　宏　章さん
　　　　　　　　（65歳）

夕張市財政再建並びに市民生
活のため、多額の寄附をされ
ました。

　

平
成　

年
度
の
夕
張
市
功
労
・
善
行
表
彰
式
が
２
月
３
日

20

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
年
に
わ
た
り
、
各
分
野
で
地

道
な
努
力
を
重
ね
、
市
政
の
発
展
向
上
に
多
大
な
貢
献
の

あ
っ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

���
���

�
�
������

�����

�
��
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

��



（5）広報ゆうばり　2009年3月号

当
日
持
参
す
る
も
の

①
平
成　

年
中
の
支
出
・
収
入
が
確
認
で
き
る

20

も
の

○
給
与
所
得
者
は
、
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

（
コ
ピ
ー
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）

○
年
金
所
得
者
は
、
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
（
コ
ピ
ー
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）

○
そ
の
他
の
収
入
・
支
出
を
証
明
す
る
も
の

②
国
民
年
金
保
険
料
は
控
除
証
明
書
、
そ
れ
以

外
の
年
金
に
つ
い
て
は
、
納
付
し
た
領
収
書

③
健
康
保
険
料
の
納
付
し
た
領
収
書

④
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
な
ど
の
控
除
証

明
書

⑤
医
療
費
控
除
や
寄
附
金
控
除
を
受
け
ら
れ
る

方
は
そ
の
領
収
書

⑥
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
障
害
者
手

帳⑦
扶
養
家
族
の
氏
名
・
生
年
月
日
の
確
認
で
き

る
も
の
（
健
康
保
険
証
な
ど
）

⑧
通
帳
な
ど
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

⑨
印
鑑

○
収
入
な
し
（
扶
養
家
族
で
収
入
の
な
い
方
を

含
む
）、
若
し
く
は
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
・
雇

用
保
険
の
受
給
者
で
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保

険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
の
方

は
、
保
険
料
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
事
前
に
収
入
な

し
等
の
内
容
で
市
税
申
告
を
提
出
さ
れ
た
場
合

は
、
申
告
相
談
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
か
な
く

て
も
結
構
で
す
。

問
合
せ
先　

市
税
務
管
財
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
２
０

52

��������������������������������������������
��������������������������������������������
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終了時間開始時間会　　場地　　　　区月　　日

16：00

10：00市民研修センター

真谷地・楓・登川・滝ノ上・宮前町３月２日

南部・紅葉山274号線南側３日

清水沢１～３丁目・清栄町・清湖町４日

19：00

市内全域

５日

16：00６日

17：00

9：00市役所本庁舎２階

９日

１０日

19：00１１日

17：00

１２日

１３日

１６日

��������	
��
������
　昨年12月31日現在で実施した「平成20年工業統計調査」の結果概数が、このほどまとまりました。
この調査は、市内の製造業を対象に事業所数、従業者数、製造品出荷額などを調査したものです。

製造品出荷額等（万円）従業者数
（人）事業所数区　　　　　　　　分

1,160,62875930総　　　　　数

平成20年
9,639167従業者数　１～３人

315,94921419従業者数　４～29人

835,0405294従業者数　30人以上

1,128,13173431総　　　　　数平成19年

32,49725△1対前年増減（Ｈ20─Ｈ19）

2.93.4△3.2対前年増減率　　　　（％）

　産業分類別にみると、事業所数、従業者数、製造品出荷額等で最も多いのは食料品製造業の７事業
所（23.3%）、従業者数267人（35.2%）、製造品出荷額等331,701万円（28.6%）となっています。
　※この数値は概数のため、後日、国の公表数値と異なる場合があります。
　問合せ先　市総務グループ　�52─3170

���������	
����
��
�������������



（6）広報ゆうばり　2009年3月号

《
市
営
・
道
営
住
宅
》

一
般
公
募
と
随
時
公
募
の
違
い

一
般
公
募
〜
空
戸
の
無
い
団
地
ま
た

は
住
棟
（
Ｈ
２
以
降
）
に
新
た
に
空

戸
が
出
た
場
合
の
公
募
（
単
身
者
は

除
く
）

随
時
公
募
〜
既
に
空
戸
の
あ
る
団
地

ま
た
は
一
般
公
募
を
数
回
繰
り
返
し

て
も
入
居
者
が
い
な
い
空
戸
の
公
募

入
居
資
格

※
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

※
公
営
住
宅
法
等
で
定
め
た
収
入
基

準
以
下
の
方
（
み
な
し
特
公
賃
住
宅

及
び
賃
貸
住
宅
は
除
く
）

※
地
方
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

一
般
公
募
【
一
般
住
宅
】

改
良
住
宅　

栄
（
本
町
） 

１
戸

賃
貸
住
宅　

新
ヨ
（
清
栄
町
）
２
戸

申
込
期
限　

一
般
公
募　

３
月　

日
12

随
時
公
募
【
一
般
住
宅
】
市
営
住
宅

（
１
０
０
戸
）
／
道
営
住
宅
（　

戸
）

10

【
み
な
し
特
公
賃
住
宅
】（
収
入
基
準

を
上
回
る
方
が
対
象
）市
営
住
宅（
千

代
田
地
区
）
１
戸

住
宅
使
用
料　

入
居
を
希
望
す
る
住

宅
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
農
林
建
設
グ

ル
ー
プ
ま
た
は
南
支
所

　
�
　

│
３
１
１
９ 

52

　

平
成　

年
度
学
童
ク
ラ
ブ
の
児
童

21

を
募
集
し
ま
す
。

開
設
場
所

※
夕
張
市
立
清
水
沢
山
の
子
学
童
ク

ラ
ブ
（
清
水
沢
小
学
校
内
）

※
夕
張
市
立
若
菜
わ
ん
ぱ
く
学
童
ク

ラ
ブ
（
若
菜
中
央
小
学
校
内
）

定
員　

各
学
童
ク
ラ
ブ
と
も　

名
25

対
象
児
童　

市
内
の
小
学
１
〜
３
年

生
ま
で
の
自
分
で
通
え
る
児
童
で
次

に
該
当
す
る
児
童

・
父
子
ま
た
は
母
子
家
庭
の
児
童

・
保
護
者
が
長
期
間
病
気
の
児
童

・
両
親
と
も
働
い
て
い
る
家
庭
の
児

童・
そ
の
他
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め

る
児
童

保
育
開
始
月
日　

４
月
１
日

開
設
日
・
時
間

・
平
日　

放
課
後
〜　

時　

分

17

30

・
土
曜
日　

９
時
〜　

時　

分

17

30

・
学
校
休
業
日
（
土
曜
日
を
除
く
）

　

９
時
〜　

時　

分

17

30

※
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
（　

月
12

　

日
〜
１
月　

日
）
は
休
み

31

15

申
込
期
限　

３
月　

日
10

保
育
料
・
申
込
方
法
等
に
つ
い
て
は

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
１
０
５
９

52

　
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」の
発
行

は
、
窓
口
で
即
日
交
付
し
て
い
ま
す

が
、
４
月
１
日
か
ら
は
、
後
日
交
付

と
な
り
ま
す
。

　

申
請
方
法
は
従
来
ど
お
り
で
す
が
、

カ
ー
ド
作
製
を
業
者
に
委
託
す
る
こ

と
と
し
た
た
め
、
交
付
ま
で
概
ね　
10

日
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

　

な
お
、
手
数
料
は
、
５
０
０
円
で

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

市
市
民
保
険
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
０
４

52

　

じ
ん
臓
機
能
障
害
で
人
工
透
析
療

法
の
た
め
に
市
外
に
通
院
し
て
い
る

方
の
前
期
分
（
平
成　

年
９
月
〜
平

20

成　

年
２
月
）
の
交
通
費
を
助
成
し

21
ま
す
。

※
前
年
の
所
得
等
に
制
限
が
あ
り
ま

す
。

申
請
期
限　

３
月　

日
13

申
請
・
問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
グ

ル
ー
プ

　
�
　

│
１
０
５
９

52

　

福
祉
灯
油
購
入
券
の
交
付
申
請
の

受
付
と
使
用
期
限
は
、
３
月　

日
ま

31

で
で
す
。
手
続
き
は
早
め
に
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

申
請
場
所　

市
生
活
福
祉
グ
ル
ー
プ

ま
た
は
南
支
所

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
１
０
５
９

52

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」の

発
行
方
法
を
変
更
し
ま
す

学
童
ク
ラ
ブ
の
児
童
を
募
集

入
居
者
募
集

じ
ん
臓
機
能
障
害
者
通
院

交
通
費
を
助
成
し
ま
す

福
祉
灯
油
券
の
交
付
申
請

を
受
付
し
て
い
ま
す

献
血
車
が
市
内
を
巡
回
し
ま
す

実施場所実施時間月　日

市役所前
（本町４丁目）

10：00～
　13：00

３月13日

夕張医療センター前
（社光６番地）

14：00～
　16：00

����

��������	

　土地および土地付建物について先着順に随時売却します。

応募期限　平成21年５月29日　午後５時まで

問合せ先　市税務管財グループ
　　　　　�52－3120　FAX52－0638
　　　　　ｅメールアドレス　ybrzei@city.yubari.lg.jp

売却価格
（円）

地籍
（㎡）

地　目土地・建物所在地番番
号

1,100,000

402.44宅 地旭町53-1

１ 172.56同 上旭町53-2

43.00道路敷旭町53-3

1,200,000369.19宅 地鹿の谷山手町9-1の内２

1,200,000369.19同 上同上３

1,700,000378.00同 上清水沢宮前町16-33４



（7）広報ゆうばり　2009年3月号

　
「
特
別
慰
労
品
」
贈
呈
の
受
付
が
、

３
月　

日
で
終
了
し
ま
す
。

31

　

引
揚
者
、
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強

制
抑
留
者
の
「
ご
本
人
」
に
、「
特
別

慰
労
品
」を
贈
呈
し
ま
す
。（
ご
遺
族

の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

　
「
引
揚
者
」
は
、
終
戦
の
日
ま
で
引

続
き
１
年
以
上
外
地
で
生
活
し
て
い

て
戦
後
引
き
揚
げ
て
き
た
家
族
全
員

が
対
象
で
す
。

　

請
求
書
等
は
、
市
生
活
福
祉
グ

ル
ー
プ
ま
た
は
南
支
所
に
あ
り
ま
す
。

未
請
求
の
方
は
、
早
急
に
申
請
く
だ

さ
い
。

　

資
格
要
件
等
の
問
合
せ
は
、
独
立

行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

（�
０
１
２
０
│
２
３
４
│
９
３

３
）
ま
で
。

　

平
成　

年　

月
末
で
休
止
施
設
と

20

10

な
っ
た
「
旧
鹿
ノ
谷
倶
楽
部
」
の
今

後
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
「
旧
北
炭

鹿
ノ
谷
倶
楽
部
検
討
委
員
会
」
が
、

昨
年　

月
ま
で
５
回
開
催
さ
れ
ま
し

12

た
。

　

委
員
会
の
報
告
書
で
は
、
今
後
の

施
設
の
方
向
性
と
し
て
、「
①
可
能

な
限
り
建
物
を
保
存
し
、
外
観
・
意

匠
を
伝
承
、
②
民
活
に
よ
る
保
存
・

活
用
、
③
貸
付
ま
た
は
譲
渡
に
よ
る

担
い
手
の
検
討
が
必
要
」
と
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
委
員
会
の
議
論
を
踏
ま

え
て
、
保
存
と
活
用
を
図
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、「
旧
北
炭
鹿
ノ
谷
倶
楽

部
活
用
事
業
者
選
定
委
員
会
」
を
設

置
し
、
新
た
な
施
設
活
用
の
担
い
手

を
募
る
準
備
を
進
め
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
地
域
再
生
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
４
１

52

雇
用
期
間　

４
月
上
旬
か
ら
８
月
下

旬就
業
時
間　

８
時
か
ら　

時
（
１
日

17

労
働
時
間
は
８
時
間
）

※
期
間
と
時
間
帯
は
相
談
に
応
じ
ま

す
。

賃
金　

１
時
間
当
た
り　

７
２
５
円

　
　
　

１
日
あ
た
り　

５
８
０
０
円

就
業
先　

夕
張
市
内
の
メ
ロ
ン
農
家

応
募
・
問
合
せ
先　

夕
張
市
農
業
協
同
組
合
営
農
推
進
課

　
�
　

│
３
１
１
５  

57

　

４
月
１
日
か
ら
、
市
役
所
閉
庁
時

（
夜
間
）
の
戸
籍
届
出
は
、
消
防
署

（
清
水
沢
宮
前
町�
　

│
４
１
２

53

２
）
の
取
扱
い
に
変
更
し
ま
す
。

【
取
扱
い
時
間
】

平
日　

午
後
５
時　

分
〜
翌
朝
午
前

45

８
時　

分
45

休
日　

午
後
６
時
〜
翌
朝
午
前
８
時

※
休
日
は
、
本
庁
舎
の
日
直
（
午
前

８
時
〜
午
後
６
時
ま
で
）
で
取
扱
い

し
ま
す
。
土
曜
日
は
南
支
所
で
も

（
９
時
〜　

時　

分
）取
扱
い
し
ま
す
。

17

45

問
合
せ
先　

市
市
民
保
険
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
０
４

52

と
き　

３
月　

日　

午
後
２
時　

分

14

30

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

夕
張
高
校
体
育
館

入
場
料　

無
料

問
合
せ
先　

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
事
務
局

新
岡
（�
０
９
０
│
２
０
５
７
│
０

６
３
８
）

　
「
施
設
な
ど
の
名
称
を
付
け
る
権

利
」
を
命
名
権
と
い
い
ま
す
。

　

閉
鎖
さ
れ
て
い
る
鹿
の
谷
公
衆
便

所
を
期
間
限
定
で
再
開
し
、
市
民
や

観
光
客
が
快
適
に
ト
イ
レ
を
利
用
で

き
る
よ
う
、
命
名
権
の
ス
ポ
ン
サ
ー

企
業
（
法
人
）
を
募
集
し
ま
す
。

所
在
地　

鹿
の
谷
３
丁
目
１
番
６

（
Ｒ
Ｃ
・
陸
屋
根
・
平
屋
建
）

募
集
期
間　

３
月
２
日
〜　

日
午
後

13

５
時

契
約
期
間　

５
月
１
日
〜　

月　

日

10

31

（
６
ヶ
月
間
）

契
約
金
額　
　

万
円 

40

問
合
せ
先　

市
税
務
管
財
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
２
０ 

52

特
別
慰
労
品
の
受
付
は
３

月　

日
ま
で

31
旧
鹿
ノ
谷
倶
楽
部
の
保
存

と
活
用
に
向
け
て

夕
張
メ
ロ
ン
の
従
業
員
を

募
集
し
ま
す

夜
間
の
戸
籍
届
出
の
取
扱

い
の
変
更

夕
張
高
校
吹
奏
楽
局
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
演
奏
会

鹿
の
谷
公
衆
便
所
の
命
名

権
を
募
集
し
ま
す

���������	
��
�������

　４月１日から液晶テレビ・プラズマテレビ・衣類乾燥
機が家電リサイクル法の対象となります。
主要メーカーのリサイクル料金

　※このほかに収集運搬費用がかかります。今回追加さ
れる３品目に限り、３月31日までごみとして処分できま
すので、市の処分場へ持ち込みください。

���������	
��


　トイレにごみや生理用品などが混入されることが多く
なって、し尿処理場の機械が故障しています。し尿処理
場の管理運営におおきな影響が出てしまいます。ごみな
どを捨てないでください。

���������	

　市環境生活グループ（本庁舎１階）と南支所で回収ボッ
クスを設置し、不要になった古着の回収を行っています。
回収した古着はウエス（工業用雑巾）に再利用されます。
▼回収できるもの（洗濯済みのもの）
　メリヤス地、綿地、タオルなど
▼回収できないもの（綿50％未満）
　ジャージ、毛布、Ｇパン、靴下、背広、スカートなど
問合せ先　市環境生活グループ　�52－3108

リサイクル費用種　　　類

１，７８５円15Ｖ型以下液晶テレビ　･　
プラズマテレビ ２，８３５円16Ｖ型以上

２，５２０円衣 類 乾 燥 機



（8）広報ゆうばり　2009年3月号

　

２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
試
験
受
験
資

格
を
取
得
す
る
た
め
の
ボ
イ
ラ
ー
実

技
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

５
月
７
日
〜
９
日（
３
日
間
）

　
　
　
　
　

９
時
〜　

時
17

場
所　

岩
見
沢
能
力
開
発
支
援
セ
ン

タ
ー
（
岩
見
沢
市
２
条
東　

丁
目
）

15

受
講
料　

２
１
、
９
０
０
円

学
生（
高
専
ま
で
）１
４
、
９
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代　
５
、９
０
０
円
含
む

定
員　
　

名
20

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
先　
�
日
本
ボ
イ
ラ
ー
協
会

岩
見
沢
地
区
支
部　

　
�
０
１
２
６
│　

│
３
０
８
７

24

　

平
成　

年
度
か
ら
労
働
保
険
の
年

21

度
更
新
時
期
が
、
社
会
保
険
の
算
定

基
礎
届
の
提
出
期
間
と
統
一
さ
れ
、

従
来
の
４
月
１
日
か
ら
５
月　

日
ま

20

で
か
ら
、
６
月
１
日
か
ら
７
月　

日
10

ま
で
に
変
わ
り
ま
す
。

　

な
お
、
労
働
保
険
料
の
算
定
対
象

期
間
は
、
従
来
ど
お
り
４
月
１
日
か

ら
３
月　

日
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

31

　

年
度
更
新
申
告
書
は
、
６
月
初
旬

に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先　

北
海
道
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
適
用
室　
�
０
１
１
│
７

０
９
│
２
３
１
１

　
《
大
学
卒
業
等
程
度
》

○
国
家
公
務
員
採
用�
種
試
験

　

受
付
期
間　

４
月
１
日
〜
８
日

○
国
家
公
務
員
採
用�
種
試
験

　

受
付
期
間　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

４
月　

日
〜　

日　
（
郵
送
ま
た
は

11

15

持
参
）　

４
月　

日
〜　

日

13

22

　
《
高
等
学
校
卒
業
程
度
》

○
国
家
公
務
員
採
用�
種
試
験

　

受
付
期
間　

６
月　

日
〜　

日

23

30

問
合
せ
先　

人
事
院
北
海
道
事
務
局

第
二
課
試
験
係　
�
０
１
１
│
２
４

１
│
１
２
４
８

　

沼
の
沢
取
水
堰
・
清
水
沢
ダ
ム
で

は
、
雪
解
け
水
や
大
雨
で
降
っ
た
水

な
ど
を
水
門
を
開
け
て
川
に
水
を
流

し
ま
す
。

　

ま
た
、
発
電
所
で
は
、
発
電
を
行

う
た
め
に
水
を
流
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
川
の
水
が
増
え
て
危

険
で
す
か
ら
、
川
遊
び
や
魚
釣
り
な

ど
で
河
原
や
川
の
中
に
入
ら
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ダ
ム
・
発
電
所
な
ど
か
ら

水
を
流
す
と
き
に
は
、
サ
イ
レ
ン
や

ス
ピ
ー
カ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

北
海
道
企
業
局
夕
張
川

発
電
管
理
事
務
所

　
�
　

│
２
５
４
２

57

　

オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
警
察
庁
指
定

特
別
手
配
被
疑
者
の
早
期
・
検
挙

�
�
�
�
���
�
���
�
�
�
�

　

平
成
７
年
３
月
に
発
生
し
た
地
下

鉄
サ
リ
ン
事
件
か
ら
、　

年
が
経
過

14

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
ま
だ
事
件
の
悪
夢
に

苦
し
む
被
害
者
が
お
り
、
事
件
に
深

く
関
わ
っ
た�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
が
依
然
と
し
て
逃

亡
し
て
い
る
な
ど
、
一
連
の
オ
ウ
ム

真
理
教
関
連
事
件
の
全
容
解
明
は
終

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

特
に
逃
亡
犯
の
一
人
で
あ
る�
�

�
�
�
は
、
北
海
道
出
身
で
土
地
鑑

を
有
し
て
お
り
、
あ
な
た
の
す
ぐ
そ

ば
に
潜
伏
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

　

捜
査
に
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
不

可
欠
で
す
。

　
「
似
て
い
る
な
。」
と
思
っ
た
ら
、

た
め
ら
わ
ず
に
警
察
に
通
報
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

夕
張
警
察
署

　
�
　

│
０
１
１
０

52

ボ
イ
ラ
ー
技
士
実
技
講
習
会

����

　
次
号
、４
月
号
の
広
報
ゆ
う
ば
り
は

 

４
月
１
日
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

��������	
�

人　口　11,707人（－　32人）
　男　　　5,485人（－　14人）
　女　　　6,222人（－　18人）
世帯数 6,214世帯（－10世帯）

（　）は前月比

あ
ぶ
な
い
、
ダ
ム
な
ど
か
ら

の
水
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

�

�

�

�

�������������������������������

�������������������������������
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�
�
�
�
�
�
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�
�
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�
�
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�
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�
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　このコーナーに掲載する乳幼児（３歳まで）の写真をお寄せ
ください。
�送り先　市総務グループ（�52－3170）

労
働
保
険
の
年
度
更
新
時

期
が
変
わ
り
ま
す

国
家
公
務
員
採
用
試
験

夕
張
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ゆうばりキネマ・クラブ上映会

日時　３月29日／13時　30日／18時

　　　　　31日／13時・18時

会場　ゆうばり市民会館

会費　会員1,000円　一般1,200円　小中高生500円

問合せ先　ゆうばりキネマ・クラブ事務局

　　　　　㈲久保田総合印刷　�56－6011

� ��� �

�
��
��
�����
�
�
�

�
�
�

平
成　

年
３
月　

日
生
ま
れ

19

10

南
清
水
沢
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